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コマニー、トイレブースCB-GSの「非常時外開き仕様」が
2026年度グッドデザイン賞を受賞

～デザイン性を損なわず、非常時の救助と利用者の安心・安全に配慮～

間仕切りで新たな価値を創造する間づくりカンパニーのコマニー株式会社（本社：石川県小松市、代表
取締役社長執行役員：塚本健太）は、当社のトイレブースCB-GSの「非常時外開き仕様」にて、公益財団
法人日本デザイン振興会が主催する「2026年度グッドデザイン賞」を受賞したことをお知らせします。

【本件のお問合せ】
コマニー株式会社 広報課
TEL：0761-21-1201 FAX：0761-24-1901
担当：中出

https://www.comany.co.jp

facebook.com/comany.co.jp

1. 非常時の救助に配慮した外開き機構
ブース内で利用者に異変が生じた際、通常は内側に開くドアを外側へ開放することで、救助活動
を行いやすくします。

2. GSシリーズのデザインと操作感を維持
アルミ形材による「メタルスイングエッジ」を採用し、通常時の視線遮蔽と非常時の外開きを両
立。GSシリーズの継ぎ目の少ない外観や、金属製ならではの品質感を保っています。

3. 既存商品もドアの換装によって更新可能
変更部位を戸先部分に限定することにより、既に設置されているGSシリーズについても、ドアの
換装によって非常時外開き機能を付加できます。
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トイレブースCB-GS（以下GS）は、「ソリッド＆クリスプ」を商品コンセプトとした金属製トイレブー
スです。連続したスチール材によって構成された継ぎ目の少ない外観と堅牢性、金属パネルならではの
しっかりとしたドアの開閉フィーリングを特長としています。
一方で、トイレブースは限られた空間に設置されることが多く、ドアは内開きが主流です。しかし、利用
者の体調不良などの緊急時には、救助の妨げとなる可能性があります。こうした課題に対応するため、当
社はGSシリーズのデザイン性や品質感を損なうことなく、非常時にはドアを外側へ開放できる新機構
「メタルスイングエッジ」を開発しました。
通常時は視線をしっかり遮りながら、非常時には外開きを可能にする機能に加え、既に設置済みのGSシ
リーズについてもドアの換装によって機能追加が可能である点が評価され、今回の受賞につながりました。
コマニーは、空間を仕切るだけでなく、そこで過ごす人々が安心して利用できる環境を生み出すことも
「間づくり」の大切な役割であると考えています。今後も、利用者の視点に立った製品・サービスの開発
を通じて、人が安心して過ごせる環境づくりに貢献してまいります。

■受賞商品の3つの特長

（画像）左：トイレブースCB-GS 右：非常時外開き仕様について
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◆参考資料

◆会社概要 (2025年12月31日現在) ◆コマニーについて
商号 コマニー株式会社
所在地 〒923-8502

石川県小松市工業団地一丁目93番地
設立 昭和36年8月18日
資本金 100百万円
売上高 37,739百万円 
従業員数 連結：1,260名  単体：1,185名
事業内容 間仕切製造 及び 設計、施工、販売ならびに

内装工事

コマニーは、オフィス、工場、病院・福祉、学校、公共・
商業施設などあらゆる空間で、機能性やデザイン性を追求
した空間・間仕切製品をご提供します。

「間づくり」を通して、すべての人が光り輝く人生を送る
ために、より良く働き、より良く学び、より良く生きるた
めの持続可能な環境づくり、人づくりに貢献し、間づくり
でEmpower all Lifeを実現していきます。
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■新機構「メタルスイングエッジ」について
メタルスイングエッジは、GSシリーズのデザイン性を維持しながら、非常時にはドアを外側へ開放
できるよう新たに開発した独自機構です。通常時はドアと袖パネルの隙間を遮蔽し、プライバシーに
配慮するとともに、緊急時には簡単な操作で外開きを可能にすることで、利用者の安心・安全と救助
性の向上を実現しています。

■デザイン振興会からの評価コメント
トイレのドアはスペースの事情から内開きが多い。しかしトイレ内で意識を失うなどして倒れた際に
は、救助に支障をきたすことがあり、近年、緊急時に外開きにできるトイレドアの需要が高まってい
る。本製品は金属製ドアのスッキリとしたデザインをキープしながらその需要を実現している。ドア
小口のスィング機構は、ドア上方の非常解戸当たりの操作で簡単に外開きとなり、復旧は工具無しで
ドアを内側に押し込むだけで可能である。 ただしトイレの鍵自体の解除は非常解除キーを警備員が
持参する必要があるので、今後はキー無しで鍵が解除できる方法を期待する。
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